


3 年前、岩手県陸前高田市を訪れた時、
津波ですべてが流された瓦礫の中で、立ち続ける一本の松の木を見ました。

過去の度重なる津波から高田の町を守ってきた高田松原、
約 7万本の松が流される中、唯一、生き残った「奇跡の一本松」でした。

一本になっても、しっかりと土に根を張り、風を感じ、太陽の光を浴び、
生態系と必死につながりながら、自分の力で立ち続けようとする、
その姿を見た時、思いました。

私たち人間も、どんな困難に直面したとしても、
周囲とのつながりさえ失わなければ、必ず、
自分の力で自立することができるのだと。

あれから 3年、アジアやアフリカでは、紛争によってすべてを失った多くの人々が、
自分の力で立ち上がり、自立することができました。

そして、今は、地域の復興を担う一員として、自分の家族だけでなく、
近隣の貧困層住民を手助けしたり、地域の将来について考えるようになりました。

紛争中、あらゆる自由を奪われ、長年、自分の将来さえ
自分の意思で決めることができなかった彼ら彼女らは言いました。

自分の意思で地域の課題に取り組むことは、負担ではなく、
喜びであり、誇りであると。

今回の結晶母は、私たちが支援の現場から学んだ、
テラ・ルネッサンスらしい「自立と自治」について、
皆さんと共有できればと思っています。
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テラ・ルネッサンスが考える「自立と自治」

東日本大震災復興支援 ーこれまでとこれからー
P08-P09　大槌刺し子がつむぐこと
P10-P13　あなたにとって、刺し子プロジェクトとは、なんですか？
P14-P19　「大槌復興刺し子プロジェクト」の自立に向けて

企業から見えてくる自立支援の価値
株式会社 坂ノ途中 × 認定 NPO 法人テラ・ルネッサンス　特別対談

「自立と自治」の大切さ ーアジア事業編ー
P30-P31　インターン・エッセイ（クラウドファンディングを利用した資金調達）

「自立と自治」の大切さ ーアフリカ事業編ー
P36-P37　インターン・エッセイ（インターン生が見たウガンダ）

協賛広告

「認定ＮＰＯ法人」をテーマに徹底討論
市民が支え、参画する社会づくりのために

P44-P45　税理士マイコが教える認定NPO法人徹底解説

森本純代（京都市市民活動総合センター）  × 中山麻衣子（税理士）  × 栗田佳典（テラ・ルネッサンス職員）
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